第924回　生物科学セミナー
日時：　　11月30日（水）　16:30-18:00
演者：  佐藤　直樹　教授東京大学大学院総合文化研究科生命環境科学系
演題：　　光合成と生命世界のエントロピー論
生命の理解の仕方については，古来，生気論と還元論が対立してきた。生物が無生物とは明らかに異なるにもかかわらず，生物を特徴づける生命の本質がわからないために，生物には特別な原理があると考えたのが生気論である。これに対して，生物は分子の集まりなので，構成分子とその相互作用を調べ上げれば，生物の動作原理つまり生命を理解することができるというのが，現代の還元論である。ほとんどの分子生物学研究は，生物体を構成する部品の同定と性質の列挙・記述にあてられているが，このままでは，個別の生物体の動作原理の部分的な理解は進むとしても，生命の理解にはほど遠いのではないだろうか。

　生命に固有の原理を還元論的に考えたのは，シュレーディンガーであった。生物が機能する，つまり，生物体の構築と維持のためには，エントロピー減少を伴うが，これを可能にするためには，外から取り入れるエントロピーよりも排出するエントロピーの方が大きいことが必要だという原理が提唱された。しかし，これは収支合わせの話だけで，実際にエントロピー減少過程を可能にする仕組みも必要である。この仕組みについて，基本的には，非平衡開放系における散逸構造形成をモデルとして理解できると考えたのが，プリゴジーンである。現代では，コンピュータの発展に支えられた複雑系物理学の発展により，大量のエネルギーの流れに共役した構造形成が，物質界でもごく当たり前のこととして理解されるようになり，同じことが基本的には，生物界でも成り立っていると考えることにより，還元論は単なる機械仕掛けの生命論以上のものになっている。

　今回のセミナーは，他の回とは異なり，研究成果を紹介するというよりも，生命について考える立場を提案する場としたい。学生諸君からの積極的な意見も期待している。私は，生命をエントロピーに基づいて考えるに当たり，エントロピー差を不均一性の尺度と定義し，これに基づいて，代謝，細胞，個体，生態系，進化などの異なる階層を貫く，不均一性の受け渡しによる生命世界の構築原理を考察する。遺伝情報も不均一性の一つの形態であり，生命サイクルを多重化する役割を担っていることを説明する。生命世界へのほぼすべての不均一性の導入源としての光合成のエントロピー論については，さまざまな誤解が繰り返されてきたが，不均一性に基づいて，私なりの整理をして紹介したい。さらに，人間社会や知的世界にまで，同じ考え方を適用することにより，新たな社会規範の構築も可能である。
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